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身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
を

募
集
し
て
い
ま
す　

　
ま
ち
の
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
記
事
の

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
記
事　
自
治
会
の

催
し
や
、
地
域
の
ち
ょ
っ
と

珍
し
い
出
来
事
、
心
温
ま
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

※
内
容
に
よ
っ
て
掲
載
で
き

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法　
記
事
に
写
真
を

添
え
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
、
メ
ー
ル
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

○
記
事
…
１
４
０
字
程
度

（
題
名
、
日
付
、
場
所
を
別

に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

○
写
真
…
紙
焼
き
し
た
も

の
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ど
ち

ら
で
も
可
能
で
す
。た
だ
し
、

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮
っ

た
も
の
な
ど
、
大
き
く
し
た

際
に
画
像
が
荒
れ
て
し
ま
う

も
の
は
不
可
と
し
ま
す
。

あ
て
先　
〒
３
２
１
‐
１
２

９
２
今
市
本
町
１
番
地

日
光
市
役
所　
総
合
政
策
部

秘
書
広
報
課　
広
報
広
聴
係

メ
ー
ル　

hishokouhou@
city.nikko.lg.jp

文・写真：学校教育課

　

木
和
田
島
在
住
の
福ふ

く
だ田
郁い

く
お夫
氏
よ
り
、
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
足
尾
小
学
校
の
音
楽
室
に
設
置
さ
れ
、
記

念
に
、
こ
の
ピ
ア
ノ
を
幼
少
時
に
弾
い
て
い

た
日
光
観
光
大
使
の
大お

お
し
ま嶋
浩ひ

ろ
み美
氏
と
母
親
の

早さ
な
え苗
氏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
寄
贈
者
の

思
い
を
大
切

に
、
今
後
は

足
尾
小
学
校

の
校
舎
の
窓

か
ら
音
色
を

響
か
せ
て
い

き
ま
す
。

小
学
校
に
ピ
ア
ノ
を
寄
贈

ピアノを囲んで記念撮影

地
方
創
生
に
関
す
る
協
定
書
締
結

　

市
と
鹿
沼
相
互
信
用
金
庫
は
、
地
方
創
生

の
推
進
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

連
携
を
強
化
す
る
た
め
「
地
方
創
生
の
推
進

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
斎さ

い
と
う藤

文ふ
み
お夫

市
長
と
鹿
沼
相
互
信
用
金
庫
の

橋は
し
も
と本

公た
か
し之

理
事
長
が
調
印
式
に
臨
み
、
今

後
、
お
互
い

の
資
源
を
活

か
し
な
が

ら
、
市
の
地

方
創
生
に
向

け
た
取
組
を

行
っ
て
い
く

こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

文・写真：地方創生推進課
協定書を手にした斎藤市長と橋本理事長

　

今
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
壁
掛
け

型
の
Ｆ
M
電
波
時
計
が
道
の
駅
「
日
光
」
日

光
街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
計
は
、
ニ
コ
ニ
コ
本
陣
の
観
光
情

報
館
の
壁
面
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
訪
れ

た
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
L

Ｅ
D
ラ
イ
ト

が
点
灯
す
る

た
め
、
夜
間

で
も
時
間
を

確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

文・写真：商工課

電
気
時
計
設
備
の
寄
贈

斎
さいとう

藤市長へ目録を渡すクラブの皆さん
文・写真：市民リポーター大

おおの
野ひとみ

　

小
林
公
民
館
で
地
域
支
援
サ
ー
ク
ル
「
コ

ア
ラ
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
地
区
の
子
育
て
中
の
母
親
15
名
が
中

心
の
サ
ー
ク
ル
は
、
子
育
て
ク
ラ
ブ
「
コ
ア

ラ
」
の
母
体
団
体
で
、
子
ど
も
た
ち
が
人
と

の
関
わ
り
を
深
め
、
地
域
交
流
が
活
性
化
す

る
よ
う
に
と
、

設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
コ
ア
ラ
」

は
子
育
て
中

の
親
や
、
孫

を
預
か
る
祖

父
母
が
入
会

で
き
ま
す
。

小
林
地
区
に
子
育
て
サ
ー
ク
ル

小林地区の活性化を目指します

文・写真：地域おこし協力隊石
いしかわしゅうた
川充汰

　

鬼
怒
川
源
流
栗
山
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
主

催
の
「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
＋
自
然
観

察
」
が
川
俣
湖
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
日
光
自
然
工
房
の
飯い

い
む
ら村

孝た
か
ぶ
み文

氏
指
導
の
も
と
、
野
鳥
や
昆
虫
、
植
物
な
ど

の
観
察
を
行
い
、
生
き
物
や
自
然
の
奥
深
さ

を
学
び
ま
し

た
。

　
新
緑
が
見

ご
ろ
と
な
っ

た
栗
山
地
域

の
魅
力
を
新

た
に
発
見
し

た
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。

川
俣
湖
で
自
然
観
察

川俣湖で野鳥を探す参加者

【
5/25
】

文・写真：日光森林管理署

　

森
林
と
野
鳥
に
親
し
む
つ
ど
い
を「
小
倉

山
野
鳥
の
森
」（
国
有
林
内
）に
お
い
て
、
日

本
野
鳥
の
会
栃
木
と
開
催
し
、
12
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
野
鳥
観
察
で
は
ヒ
ガ
ラ
や
ホ
オ
ジ
ロ
な
ど

15
種
類
の
鳥
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
木
工

工
作
で
は
野

鳥
の
巣
箱
作

り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
次
回
は
、

12
月
10
日

（
日
）に
開
催

す
る
予
定
で

す
。 森も

り林
と
野
鳥
に
親
し
む
つ
ど
い

野鳥とともに自然を満喫
【
5/28・日
光
】

【
5/23・足
尾
】

【
5/11・今
市
】

【
5/28 ・栗
山
】

【
5/11・今
市
】

※今月の「輝き人」は休みます
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●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
と

何
が
で
き
る
の
？

　
本
人
確
認
の
際
の
身
分
証
明
書
と

し
て
使
用
で
き
る
他
、
カ
ー
ド
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
に

よ
っ
て
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
7
月
か
ら
順
次
運
用
が
開

始
さ
れ
る
Ｗウ

エ

ブ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
」
に
よ
る
、
子
育
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス（「
児
童
手

当
」
や
「
保
育
」、「
母
子
保
健
」、「
ひ

と
り
親
支
援
」
な
ど
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
手
続
き
や

情
報
の
入
手
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
）を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明
、
所
得
証

明
な
ど
を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

す
る
こ
と
は
任
意
で
す
が
、
今
後
さ

ら
に
機
能
の
充
実
が
検
討
さ
れ
て
い

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
を

お
勧
め
し
ま
す
。

●
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
行
っ
た
方
へ

　

申
請
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
受
け
取
り
を
さ
れ
て
い
な
い
方

が
多
数
い
ま
す
。
積
極
的
な
受
け
取

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

（※２）交付申請書…通知カードと一緒に送付された交付申請書については、平成27年10月5日以降に住所や氏名に変更のあった方
　　　　　　　  は使用することができません。その場合は直接市の窓口に来庁するか、専用のホームページから申請をお願いします

●このカードを習得された方は、お手数ですが、下記連絡先までご連絡ください。

●このカードを習得
された方は、お手数
ですが、下記連絡先
までご連絡ください。
このカードを習得
された方は、お手数
ですが、下記連絡先
までご連絡ください。
このカードを習得
された方は、お手数
ですが、下記連絡先
までご連絡ください。
このカードを習得
された方は、お手数
ですが、下記連絡先
までご連絡ください。

（連絡先）個人番号カードコールセンター　0210-00-0000（連絡先窓口）

氏名　 日 光　彩 子

平成 ３年３月 15 日生

1234　5678　9012個人
番号

氏名

住所

平成 ３年３月 15 日生

個人番号
カード

2026年3月15日まで有効性別  女
日光市長

セキュリティコード

年　月　日

署名 日光　彩子

栃木県日光市杉並木町１丁目１番地 315 号

日光  彩子

1234

見本見本見本見本見

見本見本見

本見見本見

見本見本見見 見　　　本　　　見

見本見本見本見本見見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見

見本見本見本見本見見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見見本見本見本見本見本

知って得する !
マイナンバーカード

　平成27年10月にマイナンバー制度が開始されてから、約１年８カ月が経過しました。
　マイナンバー制度は、「通知カード」と「マイナンバーカード」の２種類のカードが取り扱
われていますが、今月号ではあらためてその違いをお知らせします。

くわしくは　市民課　市民係　☎（21）5111

　通知カードは、平成27年11月に郵送で送付されま
した。一人一人に付番された12桁のマイナンバーを
証明する紙製のカードで、マイナンバーと氏名・住
所・生年月日・性別が記載されています。顔写真がな
いため、本人確認の際の身分証明書としては使用する
ことができません。
　また、行政手続きなどの際に免許証などの身分証
明書と併せて提示が必要となる場合があります。マイ
ナンバーカードの申請の際も必要となりますので、紛
失しないように保管してください。
　なお、通知カードを紛失した場合は、市の窓口（※
１）で再交付の申請を行うことができます。再交付を
受けるためには、手数料（500円）が必要となります。

　マイナンバーカードは、通知カードと一緒に送
付された交付申請書（※２）を郵送するか、市の窓
口（※１）に持参して申請を行う他、専用ホームペー
ジ「マイナンバーカード総合サイト」（https://www.
kojinbango-card.go.jp/index.html）からも申請がで
きます（初回無料）。交付申請書を紛失してしまった
場合でも窓口で申請ができます（いずれの場合も顔写
真が必須）。
　このカードは、マイナンバーを証明する他、顔写
真や氏名・住所などが掲載されているため、本人確
認の身分証明書として利用できます（カードの有効期
限は、20歳以上の方は発行日から10回目の誕生日、
20歳未満の方は5回目の誕生日まで）。

　「通知カード」および「マイナンバーカード」はどちらか一方しか持つことができません。マイナンバーカードの交付
を受けた場合は通知カードを回収します。住所や氏名が変更となる際は、カードを忘れずにお持ちください。

通知カード マイナンバーカード

裏

通知カード
個人番号
氏名

住所

平成  ３年　３月 15日生 性別　女 日光市長
発行 平成 27年●月××日

栃木県日光市杉並木町１丁目１番地
315 号

日光  彩子
1234  5678 9102

1234567890

表

（※１）市の窓口…市民課、各行政センター、各地区センター・出張所、市民サービスセンター
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